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今月号のここがポイント！

幅広い産業界にて低炭素社会実現に向けた取り組みが進められており，その中で安全

な蓄電池として注目される全固体電池と環境調和高分子のテーマを取り上げました。

1 件目は，柔軟で高いイオン伝導性をもつ錯体水素化物の開発と全固体電池への応用

についての解説です。2 件目は，全固体電池の内部構造を放射光 X 線 CT で撮像し，機

械学習を利用して部材識別を行う手法がわかりやすく紹介されています。3 件目は，資

源量の豊富なナトリウムの酸化物系全固体電池の開発で，従来困難であった低温作製に

ついての解説記事です。4 件目は，バイオマスであるリグニンに注目し，リグニンの最

近の分解技術と得られたリグニン分解物の高分子材料への応用について解説されていま

す。
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